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≪編集後記≫
【ふらふら所長の周辺探検　第 9 回】第 8 回の

「神田川」編続き。まず訂正。前回、神田川は江
戸城の外濠ではないと書いたが、実際には、洪水
対策ともう 1 つ、江戸城防衛上の役割（つまり
外濠）も大工事の目的とされていたようだ。

さて、「お茶の水」の地名については、JR 御茶
ノ水駅西口、お茶の水橋の袂にある交番の横に、
その由来を伝える石碑が立っている。碑によれ
ば、神田川の大工事が始まる以前、掘削工事によ
り消滅する神田山の麓に高林寺という禅寺があっ
た。寺の庭より湧き出る良水を将軍秀忠に献上し
たところ、お茶に用いられてお褒めの言葉を賜っ
た。それから、この寺は「お茶の水高林寺」と呼

ばれるようになり、寺周辺も「お茶の水」と呼ば
れるようになったという。

神田川右岸、JR 御茶ノ水駅に沿った通りは、
飲食店・書店・画材店等が軒を連ねる商店街だ
が、その名前を「茗渓通り」という。また以前の
後記に書いたように、湯島は旧・東京高等師範学
校、東京教育大学、現・筑波大学の発祥の地だ
が、これらの学校の同窓会は「茗渓会」と呼ばれ
る。ここで使われる「茗渓」は、大掘削による
荒々しい渓谷と法面の緑陰から、この地が景勝地
として有名になり、お茶の水にある渓谷であるこ
とから、雅称として「茗」（漢語で茶の意）「渓」

（渓谷）と呼ばれたことが起源である。� （土屋）

研究所業務日誌（2024 年 5 月）
5 月 1 日　第 1 回調査研究企画委員会（オンライン）
5 月 2 日　第 1 回研究奨励委員会
　　　　 　第 1 回運営会議
5 月 8 日　監査
5 月 19 日　第 2 回研究奨励委員会（オンライン）
5 月 20 日　『林業経済』5 月号校了

5 月 23 日　第 1 回理事会
5 月 24 日　�2024 年度「緑の雇用」事業の評価に

関する調査第 1 回検討委員会
5 月 30 〜 31 日　�森林所有者による「森林サー

ビス産業」推進事業第 2 回現
地検討会　　

2024年度 
一般財団法人 林業経済研究所研究奨励事業（小瀧奨励金）助成対象者の決定について

研究奨励委員会委員長　古井戸　宏通

　当研究所の 2024 年度研究奨励事業について、多数のご応募をいただきありがとうございました。
5 月 2 日に研究奨励委員会を開催し、平山和虎氏（東京大学大学院農学生命科学研究科修士課程）の

「世界遺産地域を含む山道管理の実態─熊野参詣道伊勢路の管理体系を事例として─」を採択しまし
た。採択理由は、研究の着眼点が大変興味深く、新規性があり、準備状況も良好で、研究の目的・方
法のいずれにおいても、候補者自身の研究を深化させることで、林業経済研究分野において活躍する
ことが期待できると考えたからです。
　惜しくも採択に至らなかった複数の応募課題については、内容的には興味深いものの、準備状況、
学術的な新規性（先行研究との関連）、実行可能性（調査の実現性）、目的と手法の対応等についての
記述がもう少し書き込まれていれば採択に値する、といった意見が出されたところです。
　採択された平山氏はもちろん、他の応募者の方々におかれても、ご自身の研究を深めていただけれ
ばと念じています。


